
　
　

万
円
）
が
応
札
し
、
三
笠

万
円
）
が
応
札
し
、
三
笠
電

機
は
辞
退
し
た

機
は
辞
退
し
た
。

税
抜
の
契
約
参
考
価
格

　
税
抜
の
契
約
参
考
価
格
は

億
　
億
１
９
０

１
９
０
万
円
と
し
、

万
円
と
し
、
審

2222

西
日
本
高
速
道
路
中
国

　
西
日
本
高
速
道
路
中
国
支

社
は
、
総
合
評
価
落
札
方

社
は
、
総
合
評
価
落
札
方
式

（
施
工
能
力
評
価
型
・
簡

（
施
工
能
力
評
価
型
・
簡
易

型
）
適
用
の
条
件
付
一
般

型
）
適
用
の
条
件
付
一
般
競

争
入
札
を
実
施
し
た
「
令

争
入
札
を
実
施
し
た
「
令
和

６
年
度
周
南
高
速
道
路
事

年
度
周
南
高
速
道
路
事
務

所
他
所
他
１
管
内
ケ
ー
ブ
ル
ラ

管
内
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ

ク
更
新
工
事
」
の
落
札
者

ク
更
新
工
事
」
の
落
札
者
を

中
電
工
に
決
定
し
た
。
落

中
電
工
に
決
定
し
た
。
落
札

金
額
は

億

金
額
は
　
億
７
０
０
０

７
０
０
０
万
円

2121

（
税
抜
）
。
同
入
札
は

（
税
抜
）
。
同
入
札
は
９
月
５

日
に
開
札
さ
れ
た
も
の
で

日
に
開
札
さ
れ
た
も
の
で
、

す
で
に
契
約
締
結
し
て

す
で
に
契
約
締
結
し
て
い

る
。入

札
に
は
中
電
工
を
含

　
入
札
に
は
中
電
工
を
含
め

６
社
が
参
加
し
た
。
そ
の

社
が
参
加
し
た
。
そ
の
う

ち
、
ク
リ
ハ
ラ
ン
ト
（
入

ち
、
ク
リ
ハ
ラ
ン
ト
（
入
札

価
格

億

価
格
　
億
１
２
０
０

１
２
０
０
万
円
）

万
円
）
、

2020

日
生
電
機
（

億

日
生
電
機
（
　
億
４
５
０

４
５
０
０

1818

万
円
）
、
平
松
電
気
工
事
（

万
円
）
、
平
松
電
気
工
事
（
　2424

億
５
０
０
０

５
０
０
０
万
円
）
、
サ

万
円
）
、
サ
ン

エ
レ
ッ
ク
（

億

エ
レ
ッ
ク
（
　
億
３
０
０

３
０
０
０

1818
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o
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 ）
に
公
表
し

）
に
公
表
し

た
。サ

ポ
ー
ト
制
度
は
、
受

　
サ
ポ
ー
ト
制
度
は
、
受
注

者
が
自
主
的
に
技
術
修
得

者
が
自
主
的
に
技
術
修
得
や

能
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

能
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
が

行
え
る
よ
う
、
「
中
国
Ｂ

行
え
る
よ
う
、
「
中
国
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
サ
ポ
ー
ト

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
サ
ポ
ー
ト
企

業
・
団
体
」
に
登
録
さ
れ

業
・
団
体
」
に
登
録
さ
れ
た

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
関
係
熟

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
関
係
熟
達

者
か
ら
、
必
要
な
時
に
実

者
か
ら
、
必
要
な
時
に
実
践

注
者
を
後
押
し
す
る
も

注
者
を
後
押
し
す
る
も
の

で
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動

で
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
を

行
う
　
企
業
・
団
体
を
初

企
業
・
団
体
を
初
め

1717

て
登
録
し

て
登
録
し
、　

日
に
登
録

日
に
登
録
名

1616

簿
を
同
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

簿
を
同
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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ttp
s
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w
w
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g
r
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始
し
た
。
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足

始
し
た
。
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
な

ど
の
理
由
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

ど
の
理
由
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
活
用
に
二
の
足
を
踏
む

Ｍ
活
用
に
二
の
足
を
踏
む
受

中
国
地
方
整
備
局
は

　
中
国
地
方
整
備
局
は
、

「
中
国
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

「
中
国
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
サ

ポ
ー
ト
制
度
」
の
運
用
を

ポ
ー
ト
制
度
」
の
運
用
を
開

中国整備局

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
サ
ポ
ー
ト
制
度

㮇
企
業
・
団
体
で
運
用
開
始

17

減
、
広
島
地
区
（
大
竹
市

減
、
広
島
地
区
（
大
竹
市
、

廿
日
市
市
、
府
中
町
、
海

廿
日
市
市
、
府
中
町
、
海
田

町
、
熊
野
町
、
坂
町
）
が

町
、
熊
野
町
、
坂
町
）
が
２

０
２
０
２
億
３
４
０
０

３
４
０
０
万
円
万
円
で

　
・
０
％
増
、
呉
地
区
（

％
増
、
呉
地
区
（
呉

3030市
、
江
田
島
市
）
が

市
、
江
田
島
市
）
が
１
８
１
８
３

億
１
９
０
０

１
９
０
０
万
円
万
円
で
　
・
５

4545

％
増
、
芸
北
地
区
（
安
芸

％
増
、
芸
北
地
区
（
安
芸
高

田
市
、
安
芸
太
田
町
、
北

田
市
、
安
芸
太
田
町
、
北
広

島
町
）

島
町
）
が
　
億
４
３
０
０

４
３
０
０
万

8787

円
で
　
・
１
％
減
、
東
広

％
減
、
東
広
島

1919

地
区
（
竹
原
市
、
東
広
島
市

地
区
（
竹
原
市
、
東
広
島
市
、

大
崎
上
島
町
）
が

大
崎
上
島
町
）
が
２
１
１

２
１
１
億

９
８
０
０

９
８
０
０
万
円
万
円
で
　
・
７
％

1717

増
、
尾
三
地
区
（
三
原
市

増
、
尾
三
地
区
（
三
原
市
、

尾
道
市
、
世
羅
町
）
が

尾
道
市
、
世
羅
町
）
が
１
３

２
億
７
２
０
０

７
２
０
０
万
円
で

万
円
で
５
・

７
％
減
、
福
山
地
区
（
福

％
減
、
福
山
地
区
（
福
山

の
「
市
町
」
（

の
「
市
町
」
（
１
１
５
０

１
１
５
０
件
）

が
６
７
９

６
７
９
億
２
３
０
０

２
３
０
０
万
円

で
　
・
９
％
減
（

％
減
（
４
１
５

４
１
５
億

3737
３
１
０
０

３
１
０
０
万
円
減
）
、
「
県

万
円
減
）
、
「
県
」

（
４
７
３

４
７
３
件
）
も

件
）
も
２
９
０

２
９
０
億

２
７
０
０

２
７
０
０
万
円
万
円
で
　
・
３
％

2222

減
（
　
億
３
８
０
０

３
８
０
０
万
円

8383

減
）
を
示
し
、
全
体
と
し

減
）
を
示
し
、
全
体
と
し
て

は
前
年
同
期
を
下
回
る
結

は
前
年
同
期
を
下
回
る
結
果

と
な
っ
た

と
な
っ
た
。

工
事
場
所
別
の
請
負
金

　
工
事
場
所
別
の
請
負
金
額

で
は
、
広
島
市
が

で
は
、
広
島
市
が
３
８
７

３
８
７
億

２
６
０
０

２
６
０
０
万
円
万
円
で
　
・
７
％

3333

み
る
と
、「
国
」（

み
る
と
、「
国
」（
１
５
８

１
５
８
件
）

が
　
・
５
％
増
％
増
（
　
億
６
０
６
０

3333

5858

０
０
０
０
万
円
増
）
の

万
円
増
）
の
２
３
３

２
３
３
億

５
２
０
０

５
２
０
０
万
円
、
「
そ
の

万
円
、
「
そ
の
他

公
共
的
団
体
」
（

公
共
的
団
体
」
（
１
２
４

１
２
４
件
）

が
　
・
７
％
増
％
増
（
　
億
６
０
６
０

2626

3434

０
０
０
０
万
円
増
）
の

万
円
増
）
の
１
６
４

１
６
４
億

２
０
０

２
０
０
万
円
、
「
独
立
行

万
円
、
「
独
立
行
政

法
人
等
」

法
人
等
」（
　
件
）
が

件
）
が
　
・
５

3737

2020

％
増
％
増
（
　
億
６
２
０
０

６
２
０
０
万
円

3232

増
）
の

増
）
の
１
９
２

１
９
２
億
２
０
０

２
０
０
万

円
。
軒
並
み
プ
ラ
ス
に
転

円
。
軒
並
み
プ
ラ
ス
に
転
じ

た
が
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー

た
が
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン

西
日
本
建
設
業
保
証
広

　
西
日
本
建
設
業
保
証
広
島

支
店
は
、
前
払
金
保
証
実

支
店
は
、
前
払
金
保
証
実
績

か
ら
み
た
広
島
県
内
の

か
ら
み
た
広
島
県
内
の
２
０

２
４
２
４
年
度
上
半
期
（

年
度
上
半
期
（
４
～
９

月
）
の
公
共
工
事
動
向
を

月
）
の
公
共
工
事
動
向
を
ま

と
め
た
。
件
数
は

と
め
た
。
件
数
は
１
９
４

１
９
４
２

件
で
前
年
同
期
比

件
で
前
年
同
期
比
８
・
７
％

減
（
減
（
１
８
４

１
８
４
件
減
）
と
な
り

件
減
）
と
な
り
、

請
負
金
額
は

請
負
金
額
は
１
５
５
９

１
５
５
９
億
８

０
０
０
０
万
円
で

万
円
で
同
　
・
３
％
減
％
減

1919

（
３
７
２

３
７
２
億
８
６
０
０

８
６
０
０
万
円

減
）
を
示
し
た

減
）
を
示
し
た
。

請
負
金
額
を
発
注
者
別

　
請
負
金
額
を
発
注
者
別
で

西日本保証

 

請
負
額
は
㮇
％％％％％
減
に

1199..19.333

ḅ
年
度

24上
半
期広

島
県
内
の
公
共
工
事
動
向

マ
。最

初
の
講
師
と
し
て
広

　
最
初
の
講
師
と
し
て
広
島

大
学
名
誉
教
授
の
藤
井
堅

大
学
名
誉
教
授
の
藤
井
堅
氏

が
登
場
し
、
「
鋼
橋
の
メ

が
登
場
し
、
「
鋼
橋
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
考

テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え

る
」
に
関
す
る
持
論
を
披

る
」
に
関
す
る
持
論
を
披
露

す
る
ほ
か
、
同
会
の
江
良

す
る
ほ
か
、
同
会
の
江
良
和

徳
技
術
委
員
長
は
、
「
橋

徳
技
術
委
員
長
は
、
「
橋
梁

長
寿
命
化
の
た
め
の
亜
硝

長
寿
命
化
の
た
め
の
亜
硝
酸

リ
チ
ウ
ム
の
活
用
」
と

リ
チ
ウ
ム
の
活
用
」
と
題

し
、
劣
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
や

し
、
劣
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
症

状
に
応
じ
た
補
修
事
例
を

状
に
応
じ
た
補
修
事
例
を
詳

し
く
解
説

し
く
解
説
。

こ
の
ほ
か
、
日
本
ペ
イ

　
こ
の
ほ
か
、
日
本
ペ
イ
ン

ト
の
徳
永
英
彦
氏
、
大
塚

ト
の
徳
永
英
彦
氏
、
大
塚
刷

ン
タ
ー
で
「
橋
梁
の
維
持

ン
タ
ー
で
「
橋
梁
の
維
持
管

理
に
関
す
る
新
技
術
フ
ォ

理
に
関
す
る
新
技
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
ラ
ム
２
０
２
４

２
０
２
４
」
を
開
催

」
を
開
催
す

る
。
参
加
は
無
料
で
、
定

る
。
参
加
は
無
料
で
、
定
員

５
３
０

５
３
０
人
に
達
し
次
第
締

人
に
達
し
次
第
締
め

切
る
。
申
込
み
等
は
同
会

切
る
。
申
込
み
等
は
同
会
Ｈ

Ｐ
で
受
け
付
け
て
い
る

Ｐ
で
受
け
付
け
て
い
る
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

　
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

「
橋
梁
の
健
康
寿
命
を
延

「
橋
梁
の
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築

し
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築
に

寄
与
す
る
」
が
メ
イ
ン
テ

寄
与
す
る
」
が
メ
イ
ン
テ
ー

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長
＝

写
真
）
は
）
は
、　

月
８
日
の
日
の
午

1111

後
１
時
か
ら
、
広
島
市
中

時
か
ら
、
広
島
市
中
区

大
手
町
の
広
島
県
民
文
化

大
手
町
の
広
島
県
民
文
化
セ

㮇
月
8
日
に
橋
梁
新
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

11

コ ン ク リ ート
メンテナンス協会

藤
井
氏氏氏

、江
良
氏氏氏
ら
が
登
壇

近
代
設
計
コ
ン
サ
ル

近
代
設
計
コ
ン
サ
ル
でで 

設設
計計

基基
本本

実実
施施

広 島 市

こ
ど
も
科
学
館
リ
ニ
ュ
ー
ア

こ
ど
も
科
学
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ルル

広
島
市
は
、
設
備
の
老
朽
化
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
ど
も
文
化
科
学
館
（
中
区
基
町
）
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

　
広
島
市
は
、
設
備
の
老
朽
化
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
ど
も
文
化
科
学
館
（
中
区
基
町
）
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
向
け
た
基
本
・
実
施
設
計
に
着
手
す
る
。
「
こ
ど
も
文
化
科
学
館
等
長
寿
命
化
改
修
そ
の
他
工
事
基
本
・
実

に
向
け
た
基
本
・
実
施
設
計
に
着
手
す
る
。
「
こ
ど
も
文
化
科
学
館
等
長
寿
命
化
改
修
そ
の
他
工
事
基
本
・
実
施

設
計
業
務
」
を
入
札
後
資
格
確
認
型
一
般
競
争
で
今
月

設
計
業
務
」
を
入
札
後
資
格
確
認
型
一
般
競
争
で
今
月
９
日
に
開
札
し
、
近
代
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

日
に
開
札
し
、
近
代
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
６
３
６
３
０

０
万
円
（
税
別
）
で
落
札
決
定
。

万
円
（
税
別
）
で
落
札
決
定
。
２
０
２
６

２
０
２
６
年
１
月
　
日
を
期
限
に
ま
と
め
る
予
定
で
、

日
を
期
限
に
ま
と
め
る
予
定
で
、　

年
度
か
ら
改
修
工
事

年
度
か
ら
改
修
工
事

3131

2626

等
を
開
始

等
を
開
始
。　

年
度
中
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。
概
算
工
事
費

年
度
中
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。
概
算
工
事
費
は
　
億
６
５
０
０

６
５
０
０
万
円
（
税
込
）

万
円
（
税
込
）

2828

4242

を
見
込
む

を
見
込
む
。

同
館
（
Ｒ
Ｃ
造

　
同
館
（
Ｒ
Ｃ
造
４
階
地
階
地
下

１
階
建
延
べ
約

階
建
延
べ
約
４
８
８

４
８
８
３

釈
）
は
、

）
は
、
１
９
８
０

１
９
８
０
年
の
年
の
開

設
か
設
か
ら
　

年
以
上
が
経

年
以
上
が
経
過

4040

し
、
近
年
は
施
設
の
老
朽

し
、
近
年
は
施
設
の
老
朽
化

や
常
設
展
示
の
陳
腐
化
に

や
常
設
展
示
の
陳
腐
化
に
よ

っ
て
年
々
入
館
者
数
が

っ
て
年
々
入
館
者
数
が
減

少
。
耐
震
化
が
未
実
施
で

少
。
耐
震
化
が
未
実
施
で
あ

る
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て

る
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て
い

た
。市

が

　
市
が
８
月
に
策
定
し
た

月
に
策
定
し
た
基

本
計
画
な
ど
に
よ
れ
ば
、

本
計
画
な
ど
に
よ
れ
ば
、
耐

震
及
び
長
寿
命
化
改
修
と

震
及
び
長
寿
命
化
改
修
と
合

わ
せ
て
展
示
内
容
の
リ
ニ

わ
せ
て
展
示
内
容
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
行
う
こ
と
と
し

ー
ア
ル
を
行
う
こ
と
と
し
、

「
科
学
の
原
理
・
原
則
か

「
科
学
の
原
理
・
原
則
か
ら

最
先
端
技
術
ま
で
体
感
で

最
先
端
技
術
ま
で
体
感
で
き

る
展
示
の
充
実
」
「
参
加

る
展
示
の
充
実
」
「
参
加
体

験
型
展
示
の
さ
ら
な
る

験
型
展
示
の
さ
ら
な
る
充

実
」
を
基
本
的
な
考
え

実
」
を
基
本
的
な
考
え
方

に
、
常
設
展
示
内
容
を
一

に
、
常
設
展
示
内
容
を
一
新

す
る
す
る
。

現
在
、
館
内
に
分
散
し

　
現
在
、
館
内
に
分
散
し
て

併
設
さ
れ
て
い
る
こ
ど
も

併
設
さ
れ
て
い
る
こ
ど
も
図

書
館
（
約

書
館
（
約
８
９
８
９
９
釈
）
を
）
を
１

階
に
集
約
し
、
科
学
館
と

階
に
集
約
し
、
科
学
館
と
の

併
設
の
強
み
を
活
か
し
た

併
設
の
強
み
を
活
か
し
た
ゾ

ー
ニ
ン
グ
と
す
る
ほ
か
、

ー
ニ
ン
グ
と
す
る
ほ
か
、
２

階
に
は
最
新
の
科
学
技
術

階
に
は
最
新
の
科
学
技
術
や

も
の
づ
く
り
に
関
す
る
体

も
の
づ
く
り
に
関
す
る
体
験

型
の
展
示
ホ
ー
ル
や
事

型
の
展
示
ホ
ー
ル
や
事
務

室
、
多
目
的
室
な
ど
を

室
、
多
目
的
室
な
ど
を
設

置
。
　
３
階
に
は
近
隣
に
あ
る

階
に
は
近
隣
に
あ
る
青

少
年
セ
ン
タ
ー
の
一
部
機

少
年
セ
ン
タ
ー
の
一
部
機
能

を
移
転
し
、
ア
ポ
ロ
ホ
ー

を
移
転
し
、
ア
ポ
ロ
ホ
ー
ル

（
１
階
）
や
諸
室
の
共
用

階
）
や
諸
室
の
共
用
化

に
よ
っ
て
機
能
を
確
保
。

に
よ
っ
て
機
能
を
確
保
。
防

音
機
能
付
き
音
楽
室
も
整

音
機
能
付
き
音
楽
室
も
整
備

す
る
す
る
。

ま
た
、

　
ま
た
、
４
階
プ
ラ
ネ
タ

階
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
の
ド
ー
ム
ス
ク
リ
ー

ウ
ム
の
ド
ー
ム
ス
ク
リ
ー
ン

も
更
新
し
、
く
す
み
や
し

も
更
新
し
、
く
す
み
や
し
わ

等
の
な
い
完
全
球
面
形
状

等
の
な
い
完
全
球
面
形
状
の

新
た
な
ス
ク
リ
ー
ン
を
設

新
た
な
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置

す
る
と
し
て
い
る

す
る
と
し
て
い
る
。

今
回
の
業
務
で
は
、
耐

　
今
回
の
業
務
で
は
、
耐
震

補
強
及
び
そ
れ
に
伴
う
改

補
強
及
び
そ
れ
に
伴
う
改
修

工
事
、
建
築
非
構
造
部
材

工
事
、
建
築
非
構
造
部
材
の

改
修
工
事
、
長
寿
命
化
及

改
修
工
事
、
長
寿
命
化
及
び

そ
れ
に
伴
う
改
修
工
事
、

そ
れ
に
伴
う
改
修
工
事
、
展

示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う

示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う
改

修
工
事
な
ど
を
行
う
た
め

修
工
事
な
ど
を
行
う
た
め
の

建
築
・
電
気
設
備
・
機
械

建
築
・
電
気
設
備
・
機
械
設

備
工
事
の
基
本
・
実
施
設

備
工
事
の
基
本
・
実
施
設
計

が
主
な
内
容
。
基
本
設
計

が
主
な
内
容
。
基
本
設
計
に

あ
た
っ
て
は
、
概
算
工
事

あ
た
っ
て
は
、
概
算
工
事
費

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
む

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
む
改

修
計
画
案
を
複
数
案
作

修
計
画
案
を
複
数
案
作
成

し
、
協
議
・
検
討
の
上
で

し
、
協
議
・
検
討
の
上
で
最

適
な
計
画
案
を
提
案
す
る

適
な
計
画
案
を
提
案
す
る
こ

と
と
し

と
と
し
、　

年
３
月
末
ま

月
末
ま
で

2525

に
基
本
設
計
業
務
の
成
果

に
基
本
設
計
業
務
の
成
果
物

を
求
め
る

を
求
め
る
。

概
算
工
事

　
概
算
工
事
費
　
億
６
５
０

６
５
０

4242

０
万
円
の
内
訳
は
、
建
築

万
円
の
内
訳
は
、
建
築
工

事
が
　
億
１
０
０
０

１
０
０
０
万
円
万
円
、

2323

電
気
設
備
が

電
気
設
備
が
９
億
５
６
０

５
６
０
０

万
円
、
機
械
設
備
工
事
が

万
円
、
機
械
設
備
工
事
が
９

億
９
９
０
０

９
９
０
０
万
円
と
試
算

万
円
と
試
算
す

る
。な

お
、
入
札
に
は
同
社

　
な
お
、
入
札
に
は
同
社
の

ほ
か
、
村
田
相
互
設
計
が

ほ
か
、
村
田
相
互
設
計
が
参

加
。
予
定
価
格
は

加
。
予
定
価
格
は
６
３
２

６
３
２
６

万
４
０
０
０

４
０
０
０
円
、
最
低
制

円
、
最
低
制
限

価
格
は

価
格
は
４
８
６
９

４
８
６
９
万
９
２
９
２
０

８
円
だ
っ
た

円
だ
っ
た
。

定
。
弦
橋
の
盛
土
部
分
を

定
。
弦
橋
の
盛
土
部
分
を
含

む
東
側
の
造
成
設
計
及
び

む
東
側
の
造
成
設
計
及
び
管

理
棟
の
建
築
設
計
に
つ
い

理
棟
の
建
築
設
計
に
つ
い
て

は
、
今
後
業
務
発
注
す
る

は
、
今
後
業
務
発
注
す
る
。

町
は
、
新
規
事
業
化
し

　
町
は
、
新
規
事
業
化
し
た

　
年
度
か
ら
今
年
度
当
初

年
度
か
ら
今
年
度
当
初
ま

2121で
に
事
業
費

で
に
事
業
費
４
億
６
３
０

６
３
０
０

万
円
を
予
算
化
。
残
事
業

万
円
を
予
算
化
。
残
事
業
費

は
、
は
、
８
億
３
７
０
０

３
７
０
０
万
円
万
円
と

約
Ｌ
約
Ｌ
３
５
０

３
５
０
ｍ
の
区
間
。

ｍ
の
区
間
。
町

に
よ
る
と
、
弦
橋
を
挟
ん

に
よ
る
と
、
弦
橋
を
挟
ん
だ

西
側
の
造
成
部
分
は
、
造

西
側
の
造
成
部
分
は
、
造
成

設
計
（
業
務
受
託
者
＝
復

設
計
（
業
務
受
託
者
＝
復
建

調
査
設
計
）
が
ほ
ぼ
終

調
査
設
計
）
が
ほ
ぼ
終
わ

り
、
開
発
許
可
申
請
書
を

り
、
開
発
許
可
申
請
書
を
作

成
中
だ
と
し
て
い
る
。
許

成
中
だ
と
し
て
い
る
。
許
可

が
下
り
れ
ば
造
成
工
事
を

が
下
り
れ
ば
造
成
工
事
を
発

注
し
、
年
内
の
完
成
を

注
し
、
年
内
の
完
成
を
予

着
手
し
、

着
手
し
、
２
０
２
６

２
０
２
６
年
春
年
春
の

開
業
を
目
指
す

開
業
を
目
指
す
。

同
事
業
は
、
国
交
省

　
同
事
業
は
、
国
交
省
の

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制

度
」
を
活
用
し
、
県
と
と

度
」
を
活
用
し
、
県
と
と
も

に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

に
整
備
を
進
め
て
い
る
。
町

事
業
費
は
、
今
月

事
業
費
は
、
今
月
２
日
に
日
に
開

い
た
地
元
説
明
会
で
明
ら

い
た
地
元
説
明
会
で
明
ら
か

に
し
た
。
ハ
ー
ド
整
備

に
し
た
。
ハ
ー
ド
整
備
で

は
、
町
が
小
田
川
に
架
か

は
、
町
が
小
田
川
に
架
か
る

弦
橋
を
挟
ん
だ
西
側
に
管

弦
橋
を
挟
ん
だ
西
側
に
管
理

棟
（
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ジ
タ

棟
（
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
＝
Ｓ
造
平
屋
一

セ
ン
タ
ー
＝
Ｓ
造
平
屋
一
部

２
階
建
延
べ

階
建
延
べ
１
８
０

１
８
０
０
釈
）
、
）
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
・
キ

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
・
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
、
ビ
オ
ト

ン
プ
サ
イ
ト
、
ビ
オ
ト
ー

プ
、
親
水
広
場
、
駐
車
場

プ
、
親
水
広
場
、
駐
車
場
１

カ

所

な

ど
。
東

側

に

カ

所

な

ど
。
東

側

に

は

「
（
仮
称
）
防
災
公
園
」
や

「
（
仮
称
）
防
災
公
園
」
や
駐

車
場
車
場
２
カ
所
な
ど
を
整
備

カ
所
な
ど
を
整
備
す

る
。
一
方
、
県
は
階
段
式

る
。
一
方
、
県
は
階
段
式
親

水
護
岸
や
緩
傾
斜
護
岸
、

水
護
岸
や
緩
傾
斜
護
岸
、
親

水
施
設
（
飛
び
石
）
、
高
水

水
施
設
（
飛
び
石
）
、
高
水
敷

整
正
な
ど
を
行
う

整
正
な
ど
を
行
う
。

整
備
地
は
、
小
田
川
を

　
整
備
地
は
、
小
田
川
を
挟

ん
だ
道
の
駅
「
山
陽
道
や

ん
だ
道
の
駅
「
山
陽
道
や
か

げ
宿
」
の
対
岸
に
位
置
す

げ
宿
」
の
対
岸
に
位
置
す
る

岡
山
県
矢
掛
町
は
、
町

　
岡
山
県
矢
掛
町
は
、
町
内

を
流
れ
る
一
級
河
川
小
田

を
流
れ
る
一
級
河
川
小
田
川

の
河
川
空
間
を
活
か
し
て

の
河
川
空
間
を
活
か
し
て
地

域
の
賑
わ
い
を
創
出
す

域
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る

「
矢
掛
町
小
田
川
（
嵐
山
）

「
矢
掛
町
小
田
川
（
嵐
山
）
か

わ
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
に

わ
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
に
つ

い
て
、
用
地
購
入
費
・
調

い
て
、
用
地
購
入
費
・
調
査

費
な
ど
を
含
め
事
業

費
な
ど
を
含
め
事
業
費
　
億
1313

円
を
投
じ
る
方
針
を
示

円
を
投
じ
る
方
針
を
示
し

た
。
年
内
に
も
造
成
工
事

た
。
年
内
に
も
造
成
工
事
に

「かわまちづくり」整備地（小田川対岸、10月10日撮影）

市
、
府
中
市
、
神
石
高
原
町

市
、
府
中
市
、
神
石
高
原
町
）

が
２
４
５

２
４
５
億
１
３
０
０

１
３
０
０
万
円

で
　
・
５
％
減
、
備
北
地

％
減
、
備
北
地
区

5353

（
三
次
市
、
庄
原
市
）
が

（
三
次
市
、
庄
原
市
）
が
１
０

９
億
１
０
０

１
０
０
万
円
で

万
円
で
１
・
０

％
減
％
減
。

請
負
金
額
（
億
円
単
位

　
請
負
金
額
（
億
円
単
位
）

を
工
種
別
で
み
る
と
、
土

を
工
種
別
で
み
る
と
、
土
木

が
９
３
４

９
３
４
億
円
で

億
円
で
１
・
９
％

減
、
建
築
が

減
、
建
築
が
３
３
８

３
３
８
億
円
億
円
で

　
・
７
％
減
、
電
気
が

％
減
、
電
気
が
１
０

2424５
億
円
億
円
で
　
・
１
％
増
、

％
増
、
管

4646

が
　
億
円
億
円
で
　
・
３
％
増
％
増
だ

5252

2323

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
測
量

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
測
量
６

億
円
億
円
は
　
・
９
％
減
、
調

％
減
、
調
査

5757

　
億
円
億
円
は
　
・
７
％
減
、

％
減
、
設

2626

1919

計
　
億
円
億
円
は
　
・
２
％
減
％
減
、

2323

3131

そ
の
そ
の
他
　
億
円
億
円
は
　
・
４
％

7171

7878

査
対
象
基
準
価
格
は

億

査
対
象
基
準
価
格
は
　
億
２

2020

５
７
４

５
７
４
万
８
０
０
０

８
０
０
０
円
に
円
に
設

定
さ
れ
て
い
た

定
さ
れ
て
い
た
。

同
工
事
は
、
周
南
高
速

　
同
工
事
は
、
周
南
高
速
道

路
事
務
所
管
内
（
山
陽
自

路
事
務
所
管
内
（
山
陽
自
動

車
道
・
岩
国
Ｉ
Ｃ
～
山
口

車
道
・
岩
国
Ｉ
Ｃ
～
山
口
南

Ｉ
Ｃ
）
及
び
山
口
高
速
道

Ｉ
Ｃ
）
及
び
山
口
高
速
道
路

事
務
所
管
内
（
山
陽
自
動

事
務
所
管
内
（
山
陽
自
動
車

道
宇
部
下
関
線
・
宇
部
Ｉ

道
宇
部
下
関
線
・
宇
部
Ｉ
Ｃ

～
小
野
田
Ｉ
Ｃ
）
の
ト
ン

～
小
野
田
Ｉ
Ｃ
）
の
ト
ン
ネ

ル
照
明
設
備
の
更
新
（
ケ

ル
照
明
設
備
の
更
新
（
ケ
ー

ブ
ル
ラ
ッ
ク
）
と
改
修
（

ブ
ル
ラ
ッ
ク
）
と
改
修
（
ト

ン
ネ
ル
照
明
入
り
口
部
及

ン
ネ
ル
照
明
入
り
口
部
及
び

基
本
部
）
を
行
う
。
工
期

基
本
部
）
を
行
う
。
工
期
は

７
５
０

７
５
０
日
間
日
間
。

西日本高速
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ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
更
新

周
南
・
山
口

事
務
所
管
内

中
電
工
に
落
札
決

中
電
工
に
落
札
決
定定

募
集
は
今
後
も
随
時
受
け

募
集
は
今
後
も
随
時
受
け
付

け
、
順
次
登
録
を
行
っ
て

け
、
順
次
登
録
を
行
っ
て
い

く
。サ

ポ
ー
ト
を
受
け
る
場

　
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
場
合

は
、
公
表
さ
れ
た
登
録
名

は
、
公
表
さ
れ
た
登
録
名
簿

の
サ
ポ
ー
ト
分
野
を
参
照

の
サ
ポ
ー
ト
分
野
を
参
照
し

て
依
頼
す
る
。
ま
た
、
サ

て
依
頼
す
る
。
ま
た
、
サ
ポ

ー
ト
企
業
・
団
体
は
支
援

ー
ト
企
業
・
団
体
は
支
援
実

施
後
、
そ
の
実
施
状
況
を

施
後
、
そ
の
実
施
状
況
を
取

り
ま
と
め
、
同
局
ｉ
―
Ｃ

り
ま
と
め
、
同
局
ｉ
―
Ｃ
ｏ

ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
企
画
部
技
術
管
理
課
）

（
企
画
部
技
術
管
理
課
）
に

報
告
す
る

報
告
す
る
。

初
回
登
録
さ
れ
た
企
業

　
初
回
登
録
さ
れ
た
企
業
・

団
体
は
次
の
通
り

団
体
は
次
の
通
り
（
　
月
　

1010

1616

日
時
点
）

日
時
点
）
。

▽
伏
光
組
▽
荒
谷
建
設

　
▽
伏
光
組
▽
荒
谷
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
▽
復
建
調

ン
サ
ル
タ
ン
ト
▽
復
建
調
査

設
計
▽
Ｏ
Ｇ
Ｉ

ｉ
ｎ
ｆ

設
計
▽
Ｏ
Ｇ
Ｉ
　
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ

ｔ
ｅ
ｃ
▽
ワ
ー
ル
ド
測
量

ｔ
ｅ
ｃ
▽
ワ
ー
ル
ド
測
量
設

計
▽
今
井
産
業
▽
Ｓ
Ｕ
Ｒ

計
▽
今
井
産
業
▽
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｄ

Ｅ
Ｃ
▽
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム

Ｅ
Ｃ
▽
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
▽

共
立
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
▽
Ｃ
Ｒ

共
立
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
▽
Ｃ
Ｒ
Ａ

Ｆ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
▽
広
建
コ
ン

Ｆ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
▽
広
建
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
▽
藤
井
基
礎
設

ル
タ
ン
ツ
▽
藤
井
基
礎
設
計

事
務
所
▽
西
谷
技
術
コ
ン

事
務
所
▽
西
谷
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
▽
中
電
技
術
コ

ル
タ
ン
ト
▽
中
電
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
▽
日
本
イ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
▽
日
本
イ
ン
フ

ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
▽
宇
部

ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
▽
宇
部
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
▽
砂

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
▽
砂
原

組

的
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

的
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
組
み
。

サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体

　
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
の

活
動
内
容
（
サ
ポ
ー
ト

活
動
内
容
（
サ
ポ
ー
ト
分

野
）
は
『
初
級
者
向
け
』

野
）
は
『
初
級
者
向
け
』
と

『
中
・
上
級
者
向
け
』
が

『
中
・
上
級
者
向
け
』
が
あ

る
。
『
初
級
者
向
け
』
で

る
。
『
初
級
者
向
け
』
で
は

「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
基

「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
基
礎

知
識
」
「
点
群
デ
ー
タ
の

知
識
」
「
点
群
デ
ー
タ
の
取

得
・
図
化
」

得
・
図
化
」
「
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ

の
基
本
操
作
」
を
支
援

の
基
本
操
作
」
を
支
援
。

『
中
・
上
級
者
向
け
』
で

『
中
・
上
級
者
向
け
』
で
は

「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
最

「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
最
新

情
報
」
「

情
報
」
「
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ

ト
の
応
用
操
作
」
「
Ｖ
Ｒ

ト
の
応
用
操
作
」
「
Ｖ
Ｒ
等

へ
の
応
用
」
に
関
す
る
助

へ
の
応
用
」
に
関
す
る
助
言

や
技
術
的
指
導
な
ど
を

や
技
術
的
指
導
な
ど
を
行

う
。
登
録
名
簿
に
は
、
こ

う
。
登
録
名
簿
に
は
、
こ
れ

ら
の
対
応
状
況
を
は
じ
め

ら
の
対
応
状
況
を
は
じ
め
、

取
扱
ソ
フ
ト
の
名
称
や
サ

取
扱
ソ
フ
ト
の
名
称
や
サ
ポ

ー
ト
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー

ー
ト
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体

　
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
の

初
回
募
集
は

初
回
募
集
は
９
月
　
日
を
期

日
を
期

2424

限
に
行
わ
れ
た
。
資
格
と

限
に
行
わ
れ
た
。
資
格
と
し

て
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

て
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
技

術
に
関
す
る
専
門
知
識
を

術
に
関
す
る
専
門
知
識
を
持

ち
、
過
去

ち
、
過
去
５
年
以
内
に

年
以
内
に
完

了
・
完
成
し
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

了
・
完
成
し
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
た
業
務
ま

Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
た
業
務
ま
た

は
工
事
の
実
績
（
発
注
機

は
工
事
の
実
績
（
発
注
機
関

や
元
請
・
下
請
は
問
わ

や
元
請
・
下
請
は
問
わ
な

い
）
―
な
ど
を
求
め
て
い
た

い
）
―
な
ど
を
求
め
て
い
た
。

減
を
示
し
た
。
資
本
金
別

減
を
示
し
た
。
資
本
金
別
で

は
、
す
べ
て
の
階
層
で
マ

は
、
す
べ
て
の
階
層
で
マ
イ

ナ
ス
。
資
本
金

ナ
ス
。
資
本
金
１
０
０
０

１
０
０
０
万

円
未
満

円
未
満
が
　
億
円
で

億
円
で
２
・
７

4646

％
減
、

％
減
、
５
０
０
０

５
０
０
０
万
円
未

万
円
未
満

が
５
４
８

５
４
８
億
円
億
円
で
　
・
９
％

1010

減
、
減
、
１
億
円
未
満
が

億
円
未
満
が
２
２
２
２
３

億
円
億
円
で
　
・
６
％
減
、

％
減
、
３
億

1212

円
未
満

円
未
満
が
　
億
円
で

億
円
で
　
・
９

5050

2525

％
減
。
ま
た
、

％
減
。
ま
た
、
５
億
円
未

億
円
未
満

が
　
億
円
で

億
円
で
５
・
８
％
減
％
減
、

2929
　
億
円
未
満
が

億
円
未
満
が
３
億
円
億
円
で

1010　
・
７
％
減
％
減
、　

億
円
以
上

億
円
以
上

7878

1010

が
３
０
６

３
０
６
億
円
億
円
で
　
・
６
％

3838

減
と
な
っ
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｖ

減
と
な
っ
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｖ
が

３
５
０

３
５
０
億
円
億
円
で
　
・
９
％
減
％
減

1111

だ
っ
た

だ
っ
た
。

み
ら
れ
、
今
後
予
算
化
さ

み
ら
れ
、
今
後
予
算
化
さ
れ

て
い
く
も
よ
う
。
今
月
か

て
い
く
も
よ
う
。
今
月
か
ら

は
造
成
に
伴
う
排
水
路
工

は
造
成
に
伴
う
排
水
路
工
事

（
施
工
＝
三
好
組
）
を
進

（
施
工
＝
三
好
組
）
を
進
め

る
。オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

の
運
営
に
は
、
指
定
管
理

の
運
営
に
は
、
指
定
管
理
者

と
し
て

と
し
て
３
月
に
、
ア
ウ
ト

月
に
、
ア
ウ
ト
ド

ア
用
品
大
手
の
モ
ン
ベ
ル

ア
用
品
大
手
の
モ
ン
ベ
ル
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
大
阪

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
大
阪
府

大
阪
市
西
区
、
辰
野
勇

大
阪
市
西
区
、
辰
野
勇
代

表
）
を
選
定
。

表
）
を
選
定
。
６
月
に
は

月
に
は
、

町
が
同
社
直
営
店
を
整
備

町
が
同
社
直
営
店
を
整
備
す

る
こ
と
で
合
意
し
、
管
理

る
こ
と
で
合
意
し
、
管
理
棟

に
入
る
。
直
営
店
の
ほ
か

に
入
る
。
直
営
店
の
ほ
か
、

町
産
直
野
菜
の
飲
食
・
物

町
産
直
野
菜
の
飲
食
・
物
販

ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
設
け
る

ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
設
け
る
計

画
と
な
っ
て
い
る

画
と
な
っ
て
い
る
。

「
矢
掛
町
小
田
川
（
嵐
山

　
「
矢
掛
町
小
田
川
（
嵐
山
）

か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
事

か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
事
業

は
、　

年
８
月
支
援
制
度

月
支
援
制
度
に

2222

新
規
登
録
さ
れ
た
。
整
備

新
規
登
録
さ
れ
た
。
整
備
に

よ
り
、
河
川
空
間
と
ま
ち

よ
り
、
河
川
空
間
と
ま
ち
空

間
の
融
合
に
よ
り
、
地
域

間
の
融
合
に
よ
り
、
地
域
の

魅
力
向
上
や
観
光
振
興
の

魅
力
向
上
や
観
光
振
興
の
促

進
を
図
る
狙
い

進
を
図
る
狙
い
。

毛
製
造
の
北
薗
亮
太
氏
、

毛
製
造
の
北
薗
亮
太
氏
、
吉

原
鉄
工
所
の
吉
原
慎
二
氏

原
鉄
工
所
の
吉
原
慎
二
氏
も

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら

橋
梁
の
維
持
管
理
に
役
立

橋
梁
の
維
持
管
理
に
役
立
つ

技
術
を
紹
介
す
る

技
術
を
紹
介
す
る
。

徳
納
会
長
（
福
徳
技
研

　
徳
納
会
長
（
福
徳
技
研
）

は
、
「
事
後
保
全
か
ら
予

は
、
「
事
後
保
全
か
ら
予
防

保
全
へ
の
移
行
を
確
実
に

保
全
へ
の
移
行
を
確
実
に
進

め
、
適
切
な
補
修
・
塗
替

め
、
適
切
な
補
修
・
塗
替
え

を
行
う
こ
と
は
技
術
者
の

を
行
う
こ
と
は
技
術
者
の
責

務
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
橋

務
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
橋
梁

の
維
持
管
理
業
務
に
携
わ

の
維
持
管
理
業
務
に
携
わ
る

皆
様
の
光
明
に
な
る
内
容

皆
様
の
光
明
に
な
る
内
容
を

提
供
で
き
る
と
確
信
し
て

提
供
で
き
る
と
確
信
し
て
い

る
」
と
話
し
て
い
る

る
」
と
話
し
て
い
る
。

事業費13億円、年内で造成工事へ
小田川のかわまちづくり

矢掛町

し
が
完
了
し
た
Ｓ
造
・
Ｒ

し
が
完
了
し
た
Ｓ
造
・
Ｒ
Ｃ

造
・
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
の
い
ず
れ
か

造
・
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
の
い
ず
れ
か
に

よ
る
延
べ
面
積

よ
る
延
べ
面
積
４
０
０

４
０
０
０
釈

以
上
の
博
物
館
ま
た
は
図

以
上
の
博
物
館
ま
た
は
図
書

館
の
施
工
実
績
を
有
す
る

館
の
施
工
実
績
を
有
す
る
こ

と
。
代
表
者
以
外
の
構
成

と
。
代
表
者
以
外
の
構
成
員

は
、
建
築
一
式
工
事
の
総

は
、
建
築
一
式
工
事
の
総
合

評
定
値

評
定
値
９
０
０

９
０
０
点
以
上
で

点
以
上
で
、

　
年
度
以
降
に
元
請
と
し

年
度
以
降
に
元
請
と
し
て

0909完
成
・
引
き
渡
し
が
完
了

完
成
・
引
き
渡
し
が
完
了
し

た
Ｓ
造
・
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｓ
Ｒ
Ｃ

た
Ｓ
造
・
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造

の
い
ず
れ
か
に
よ
る
延
べ

の
い
ず
れ
か
に
よ
る
延
べ
面

積
１
２
０

１
２
０
０
釈
以
上
の
建

以
上
の
建
物

新
築
・
増
築
工
事
の
施
工

新
築
・
増
築
工
事
の
施
工
実

績
を
有
す
る
こ
と
―
な
ど

績
を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
。

前
回
の
入
札
に
は
フ
ジ
タ

　
前
回
の
入
札
に
は
フ
ジ
タ
・

増
岡
・
砂
原
Ｊ
Ｖ
が
参
加
。

増
岡
・
砂
原
Ｊ
Ｖ
が
参
加
。入

札
金
額
は

札
金
額
は
１
回
目
回
目
が
　
億
３

3131

８
０
０

８
０
０
万
円
（
税
別
）、

万
円
（
税
別
）、
２
回

目
が
　
億
２
１
０
０

２
１
０
０
万
円
万
円
だ

3131

っ
た
っ
た
。

島
城
三
の
丸
（
中
区
基
町
）

島
城
三
の
丸
（
中
区
基
町
）
に

Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造

Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
３
階

建
延
べ
約

建
延
べ
約
４
０
０

４
０
０
０
釈
（
建
（
建

築
面
積
約

築
面
積
約
２
３
０

２
３
０
０
釈
）
の
）
の

博
物
館
新
築
工
事
、
構
内

博
物
館
新
築
工
事
、
構
内
舗

装
工
事
、
屋
外
排
水
工
事

装
工
事
、
屋
外
排
水
工
事
な

ど
を
行
う
も
の

ど
を
行
う
も
の
。

工
事
に
使
用
す
る
主
要

　
工
事
に
使
用
す
る
主
要
な

資
機
材
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

資
機
材
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約

６
５
０

６
５
０
０
弱
、
鉄
骨
約

、
鉄
骨
約
１
０

０
ｔ
、
鉄
筋
約

ｔ
、
鉄
筋
約
８
３
０

８
３
０
ｔ
、
ｔ
、
型

枠
約
枠
約
２
万
３
０
０

３
０
０
０
釈
―
な
―
な

ど
。
工
期
は

ど
。
工
期
は
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